
証券コード：9437

ＮＴＴドコモの事業展開について

2016年8⽉30⽇
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【略 歴】
1979年 （S54） ⽇本電信電話公社⼊社
2007年 （H19） 当社 執⾏役員 第⼆法⼈営業部⻑
2011年 （H23） 取締役執⾏役員 ⼈事部⻑
2012年 （H24） 取締役常務執⾏役員 経営企画部⻑
2014年 （H26） 代表取締役副社⻑
2016年 （H28） 代表取締役社⻑（現在に⾄る）

⾃⼰紹介
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● 1987年4⽉発売
● 連続通話時間：約60分
● 連続待受時間：約6時間
● 重量：約900ｇ
● 送信出⼒：1W

ＴＺ-８０２型
NTT 携帯電話 初号機
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１．ＮＴＴドコモについて

３．「更なる価値」の提供に向けて

２．直近の決算概況
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その他
グループ会社

⻑距離・
国際通信事業 データ通信事業

その他の事業

100％ 54.2％

不動産事業
⾦融事業

建築・電⼒事業

移動通信事業

65.7％

地域通信事業

100％

営業収益はグループ全体の約４割、営業利益は約６割

※ 2016年3⽉末現在。

ＮＴＴグループにおける位置づけ

・ 連結営業収益 : 11兆5,410億円
・ 連結営業利益 : 1兆3,481億円
・ 従業員数 : 241,450名
・ 連結⼦会社数 : 907社
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主な事業内容：

営業開始⽇ ：1992年7⽉1⽇

ＮＴＴドコモ概要

主なサービス 2015年度営業収益
（構成⽐）

通信事業

◆ 携帯電話サービス
◆ 光ブロードバンドサービス
◆ 国際サービス
◆ 携帯端末販売

3兆6,898億円
（81％）

スマートライフ領域

スマートライフ事業
その他の事業

◆ コンテンツサービス
（動画配信・⾳楽配信・電⼦書籍）

◆ ⾦融・決済サービス
◆ あんしん系サポート

（ケータイ補償サービス）

8,634億円
（19%）

株式上場市場 ：東京証券取引所、ニューヨーク証券取引所
グループ従業員数 ：26,129名 （2016年3⽉末現在）
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※ 2011年度以前の「スマートライフ領域収⼊」は現在のセグメントに関連する収⼊を遡って集計したものであり、参考値。
※ 端末機器販売収⼊を除く。

収益構造の変化
通信以外の収⼊が増加
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スマホ普及拡⼤フィーチャーフォン普及拡⼤
スマートライフ

領域収⼊

パケット収⼊

⾳声収⼊

営業収益
【兆円】

【年度】
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7,161万
45.4%

4,659万
29.6%

KDDI（au）

3,939万
25.0%

ソフトバンク

※ 2016年6⽉末現在。各社発表数値を元に当社が作成。

契約数シェア
国内契約数シェアは第１位
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8,745 8,372 8,192 

6,391 

7,830 

9,100 

2011 2012 2013 2014 2015 2016
（予想）

【億円】

営業利益
中期的な回復をめざす
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株主資本 有利⼦負債 負債⽐率

※ 負債⽐率（D/Eレシオ）＝有利⼦負債 ÷ 株主資本

【億円】

0.04倍

【倍】

安全性
負債の少ない強固な財務状況
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フリー・キャッシュ・フロー
中期的な成⻑をめざす
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【億円】
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配当額（1株当たり） 配当性向

（予想）

※ 1株当たりの配当額は、2013年10⽉1⽇に実施した 1:100 の株式分割を考慮後の数値。

【円】

46.2%

1株当たり配当⾦
10円増配し、年間80円へ
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ドコモの配当利回り*1

3.00％

参考

 銀⾏預⾦利息
普通 0.001%

〜0.02％
定期 0.01％

〜0.2％

 個⼈向け国債（変動10年）＊2

適⽤利率 0.05％

＊1 2016年8⽉25⽇現在。
＊2 第77回国債（8⽉）。

配当利回り
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0

5,000

約3,720億円

約1,280億円

⾃⼰株取得により
「１株当たり利益」

が上昇

取得期間 2016年2⽉1⽇〜12⽉31⽇
【億円】

取得済み

12⽉31⽇までに取得

※ 取得済み⾦額は、2016年2⽉8⽇〜3⽉7⽇の公開買付けおよび2016年5⽉2⽇〜7⽉31⽇までの東京証券取引所における市場買付けの合算値。
なお2016年5⽉の市場買付けには、2016年5⽉18⽇の⾃⼰株式⽴会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付けを含む。

（上限）

⾃⼰株式の取得
5,000億円（上限）の⾃⼰株取得枠を設定
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【円】

2,668円
（2016年8⽉25⽇）

株価の推移
株価は堅調に推移
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※ 2016年8⽉25⽇現在。2016年1⽉4⽇を基準⽇（100%）とする。

年初来の株価動向

©2016 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved. 15

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉



１．ＮＴＴドコモについて

２．直近の決算概況

３．「更なる価値」の提供に向けて
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第1四半期 決算概況
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U.S.
GAAP

＊ 数値の算定については、当社ホームページ (www.nttdocomo.co.jp) 内の「株主・投資家情報」を参照。
フリー・キャッシュ・フロー算定にあたっては、期間３ヶ⽉超の資⾦運⽤を⽬的とした⾦融商品の取得、償還及び売却による増減を除く。



セグメント別 実績
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※ 2015年7⽉1⽇付の組織変更に伴い、2015年度 第2四半期より、従来の事業セグメントの区分上ではその他の事業に含まれていたM2M(Machine-to-Machineの略)サービスの⼀部を、
スマートライフ事業へと変更。

U.S.
GAAP



オペレーション①

（万契約） 解約率携帯電話契約数

'15.1Q '16.1Q'15.1Q '16.1Q

0.59%

7,161

0.62%

6,753

2,967 

'15.1Q '16.1Q

スマホ・タブ利⽤数

3,344
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オペレーション②

ドコモ光契約数 「カケホーダイ＆パケあえる」
契約数

'15.1Q '16.1Q

3,159

'15.1Q '16.1Q

207
2,081

41
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料⾦サービスの充実

⻑くご利⽤の
お客さまへ

 シェアパック５の導⼊
 カケホーダイライトの適⽤拡⼤
 シェアパック５の導⼊
 カケホーダイライトの適⽤拡⼤

３⽉１⽇開始３⽉１⽇開始

６⽉１⽇開始６⽉１⽇開始

６⽉１⽇開始６⽉１⽇開始

 選べる２つのコースを新設
「ずっとドコモ割コース」、「フリーコース」

 選べる２つのコースを新設
「ずっとドコモ割コース」、「フリーコース」

 「ずっとドコモ割」の更なる拡⼤
 「更新ありがとうポイント」の開始
 「ずっとドコモ割」の更なる拡⼤
 「更新ありがとうポイント」の開始

ご利⽤の少ない
お客さまへ

解約⾦
あり・なし
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ARPU・MOU

※ MOU（Minutes of Use）：1利⽤者当たりの⽉間平均通話時間

（円）

回復が継続

※ ARPU（Average monthly Revenue Per Unit）：1利⽤者当たり⽉間平均収⼊
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スマートライフ領域 営業利益
着実に進捗

©2016 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved. 23



コスト効率化

※ 数値は15年度⽐。
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１．ＮＴＴドコモについて

３．「更なる価値」の提供に向けて

２．直近の決算概況
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サービスの創造と進化

＋ｄの促進

あらゆる基盤の強化

「更なる価値」の提供に向けて

©2016 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved. 26



電話を「切る」

電話を「かける」

着信⾳を「消す」 電話に「出ない」

電話に「出る」

タップレスで、より快適な通話を実現

スグ電 サービスの
創造と進化
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ｄマーケット サービスの
創造と進化

スマートフォンやタブレットで
お楽しみいただけるサービスを創造

2016年度
新サービス

4⽉19⽇開始

7⽉13⽇開始
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2006年5⽉26⽇
提供開始

2015年12⽉1⽇
提供開始

⾦融・決済サービス サービスの
創造と進化

クレジットカードにポイントカード機能を搭載
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*1

＊1 2015年11⽉20⽇より「DCMX」から「dカード」への名称変更を実施。



⾦融・決済サービス サービスの
創造と進化

ｄカードＧＯＬＤ

130万契約突破

1,597

'15.1Q '16.1Q

1,668
（万契約）

ｄカード

ｄカードＧＯＬＤなら
ドコモのご利⽤料⾦を

10％ポイント還元
©2016 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved. 30

※ dカード契約数は、dカード、dカードminiの合計。



の促進

パートナー ＝
もっとお得
もっと楽しい
もっと便利

パートナーの皆さまとドコモの協創で
「更なる価値」をお客さま・世の中へ

＋dの促進
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による協創

お客さまへ もっとお得・もっと楽しい・もっと便利 を

ｄポイントカードご提⽰でｄポイントがたまる

約11,000店舗
dポイント保有のお客さま

約5,850万 *1

＊1 2016年6⽉末現在。

＋dの促進
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AI（⼈⼯知能）を活⽤した の取組み ＋dの促進
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MM総研⼤賞2016 「⼤賞」受賞

の促進 ＋dの促進

交通・IoT等

⼩売

+ｄのパートナーが順調に拡⼤
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ネットワークの⾼度化 あらゆる基盤
の強化

2015 20202014 2016

PREMIUM 4G
開始

225Mbps
300Mbps 国内最速

375Mbps

3.5GHz帯
370Mbps

500Mbps超

2016年度内に
提供予定

〜1Gbps
更なる⾼度化

8K映像対応
5G
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2020に向けて
ドコモの技術を活⽤し、さまざまな産業へ貢献

あらゆる基盤
の強化

新たな機器（ＡＲ/ＶＲ） ロボット

8K映像

翻訳

モバイル空間統計

ドコモの技術

⾃動運転
ドローン

農業ICT
IoTプラットフォーム

新たなコミュニケーション

5G

IoT

ビックデータ
AI
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ドコモのＣＳＲ
持続的な企業価値の向上に向けて
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2012 2013 2014 2015

2016年度⽬標

1/4 に削減
（2012年度⽐）

地球環境保全への取組み
データ通信量あたりの消費電⼒量削減

【年度】
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トラブルを
未然に防ぐ

ルール・マナー
を⾝につける

これまで 約57,500回 ・ 約860万⼈ を対象に実施
※ 実績は2004年7⽉からの累計で、2016年6⽉末現在。
※ 「スマホ・ケータイ安全教室」の詳細については、ドコモのホームページを参照。（https://www.nttdocomo.co.jp/corporate/csr/safety/educational/index.html）

スマホ・ケータイ安全教室
安全にご利⽤いただくために
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災害時の早期復旧

災害対策への取組み
ネットワークの安全性・信頼性を確保

平常からの備え
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ネットワーク設備 常時監視 防災訓練 災害現場のサービスエリア確保



平成28年 熊本地震
地震発⽣から1週間でサービスエリア復旧
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株主の皆さまに⻑く愛される
会社をめざす

株主還元の充実

社会への貢献
安定したモバイルサービス

豊かなライフスタイルの実現
社会的課題の解決

持続的な利益成⻑
フリー・キャッシュ・フローの拡⼤

健全な財務体質
配当＋⾃⼰株式の取得

投資家のみなさまへ
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※ 本資料に掲載されている会社名、ロゴ、製品名、サービス名およびブランドなどは、株式会社NTTドコモまたは該当する各社の登録商標または商標です。
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IRメールニュースのご案内

※ ドコモIRメールニュースの内容につきましては、万全を期してはおりますが、掲載された情報の誤り、データのダウンロード等によって⽣じた障害等に関しまして当社は⼀切責任を負うものではありません。
また、当社は予告なしにドコモIRニュースの運営を中断または中⽌することがあります。あらかじめご了承ください。

※ ご登録いただいた内容は、ドコモIRメールニュース配信以外の⽬的では使⽤いたしません。また、無断で第三者に情報を提供することはございません。

パソコン・タブレット・スマートフォンから
https://www.nttdocomo.co.jp/corporate/ir/mailnews/index.html

ドコモ ケータイ（ｉモード）から
http://i.nttdocomo.co.jp/ir/mail/index.html

 ご登録はこちらから：

報道発表 IRイベント情報 株主・投資家サイト
更新情報

ドコモのIR関連の最新情報をメールでお届けします（購読料無料）
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